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あいとうふくしモールとは-泊
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暮らしに関わる全てのこと
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愛東地域において

ショッピングモールのように

様々な事業所や人のつながりで

地域の暮らしを支えるいろんなことに対応できる場

－ －

暮らしの中で困った時､あそこにいけば対応してもら
えるだろうと思わせる場所
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あいとうふくしモールとは－2

●経 過

1．2009年5月 福祉・医療をはじめ環境、農業、まちづくり

等多分野の有志が集まり、地域で安心して暮らせるための理想像

として「福祉モール構想」を打ち出し、妄想図を描き始める。

2．2011年5月 愛東地域にあるNPO法人結の家、NPO法

人あいとう和楽、東近江八ンドシェーク協議会（現（株）あいと

うふるさと工房）の3者が具体的な計画づくりを始める。

3．2012年2月 市や国の支援を受け、3事業所が－つの敷地

内で整備に向けて本格的に取り組む

4．2013年4月 3事業所が事業を開始。同時に連携した取り

組みを始める

構想妄想は へ…

’
１

丸#"wｸ撚脇うえｿ'％



�� 。 �

■L 一

拡大モール

』

偽

色

＝
一

■

＝

一一一‐ 一

睡 ＝

一一

■

－＝

＝、 1
行政､社協､NP○、

福祉､医療､保健、

農業､まちづくり等、

多職種による意見交換、
情報交換の場
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’■■■あいとうふくしモール構想図

嚇欝罵言
◆福祉支援型

農家レストラン
運営:あいとうふるさと工房

・レストラン

・配食､惣菜
・子育てサロン

◆高齢者の働き実践
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地域から医療福祉を考える東近江
懇話会 』

三方よし研究会
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あいとうふくしモールとは－3

｢食」と「ケア」、そして「エネルギー」が充足した

安心の拠りどころを目指します。

いろいろな思いをもった個人や事業所が

集まり、それぞれの「特技」や「強み」

「専門性」を出し合い、つながり合い、

助け合って、暮らしの課題に取り組み、｜

心豊かな地域をつくろうという思いの｜
詰まった場所です。
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助金名:市の高齢者福祉施設等施設整備費補助金
（地域介護･福祉空間整備等施設整備市町
村提案事業推進交付金）

助額:9900万円

事業費:1億5,000万円
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いろいろな｢人｣が

いろいろな｢思い｣をもって

いろいろな｢出会い｣を
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3事業所の紹介

特定非営利活動法人 あいとう和楽

特定非営利活動法人 NPO結の家

株式会社 あいとうふるさと工房
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特竈非賞測清勤法人あいとう零口楽
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喫茶･厨房班
＃ヴマ

｡喫茶ハイジの運営

･禾1用者の給食づくり

･地域の配食づくり

「 ’1，2のS班
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,空き缶回収､缶つぶし

｡配食事業
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’さをり織り班
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･さをり織り
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･さをり織りを使った製品作り■し
木工班

･注文に応じた製品づくり
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2013年4月、モール内に新たな施設を整備

田園ｶﾏｪﾆおぎ薪聖房木りん’
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’ 田園カフエこむぎ
｡田園カフェこむぎの運営

（飲み物､ブランチ､スイーツ）
’

・愛東地区のデイサービスセンターの給食作り

・パン､クッキー､ケーキ等の製造販売

・パン講習会の開催

・地域サロン活動の会場提供

・作品ギャラリー

、

心
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心
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｡薪の調達。薪割り

･薪の乾燥・薪の販売
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誉 結の家NPO法特定非営利活動 人潅撫駕騨と人vulnole

｡デイサービスｾﾝﾀｰおぐら
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2013年4月、モール内に新たな施設を整備

結の家おく､らNPO
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結の家デイサービスセンター
おぐら

’‐・定員:月～土14名
･開設日：日曜日以外週6日
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結の家 訪問看護ステーション .ｰ
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・職員数:S名

・仕事内容：

里病気を抱えながらも住み慣れ
た家で過ごすためのケアや介
護するご家族に対する支援
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緊急一時ショートステイ

要介護高齢者

一般高齢者

障がい者の併用利用
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部屋数:4部屋
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fLあわせホーム等地域活動の支援
各町(旧愛東町)で民生
児童委員やボランティア
の皆さんが中心となって

開催されている｢しあわせ
ホーム｣への協力
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株式会社あいとうふるさと工房ﾌｧｰﾑｷﾂﾁﾝ韓彙花



｜ 菜の花ﾌﾛｼｪｸﾄから地域自立へ

一
一

� ■■
1977年､びわ湖に赤潮発生したことを契機にせっけん運動が県下に広がる。
廃食油の回収→せっけん→バイオディーゼル燃料製造(1 996年)に発展

0

［ 1998年 菜の花プロジェクト誕生
地域のことは地域で解決する､地域自立の運動として展開

-ひ

■
2005年 市民が主体的に進めるために｢NPO法人愛のまちエコ倶楽部｣設立
「食とエネルギーの地産地消｣をテーマに環境再生と地域自立を目指す
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’2008年 東近江ハンドシエーク協

議会設立(11団体で構成）
地域資源を再評価し､あるものを
つないでビジネスへ

福祉モール

構想に参画

田舎もん

体験で各
種の農業
体験

農家

民宿
開業(雷辮］

福祉支援型農家
レストラン開業

地域の食材･人材が活かされる農家レストラン開業準備

識
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開業2年前から勉強を始めました

実践講習
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食の提供1地域食材を使った郷土

｡レストランのランチ

・デイサービスの給食提供
･配食サービス ｉ
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地域の食文化や暮らしの伝

地域に伝わる料理や保存食など
を伝えていきます

梅干し漬け体験教室
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ふくしモール運営の連携図

拡大福祉モール

(福祉。医療・保健・農業・環境・まちづくり・行政関係者等）
�

アドバイス

意見交換相談･協議
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モールの連携事業
3事業所の持つ機能で解決できない地域課題を

モール全体の活動として実施

エネルギー自給と資源循環の取り組み

もったいないやりとり市の開催

生活支援（ほんなら堂事業）の取り組み

若者支援の取り組み

居場所、たまり場、仕事場「ほんなら屋」の開
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陣がい者等の働き支援

NPO法人あいとう和楽
農家レストラン

株式会社

あいとうふるさと工房

高齢者等の暮らし支援

NPO法人NPO結の家
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連携事業1

エネルギー自給と資源循環の

取り組み

・市民共同発電による太陽光パネルの設置

・薪ストーブの活用十障がい者の仕事づくり＋里山保全

･生ごみコンポストの設置 ｌ１１ｌＩ１Ｉ１ｊＩ１Ｉ４０
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あいとうふくしモール市民共同発電所の仕組み
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の実施
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支援者が応援団(活動の理解者､寄付による継続支援)、地域経済に寄与
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モール内電力使用量(201 5年1月～12月）

結の家 従量電灯1 1 , 909kwh

低圧電力 2, 986kwh
総合計

●従量電灯

29, 657kwh

●低圧電力

30, 492kwh

和 楽 従量電灯
低圧電力

9, 971kwh

8, 288kwh

野菜花 従量電灯 7, 777kwh
低圧電力19, 218kwh

モール内電力自給率

総使用量 60, 149kwh=29, 657+30, 492

総発電量S9, 874kwh

自給率 66. S%
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